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短 期 調 整 過 程 の 二 類 型(2)

一 市 場 タ イ プ に よる在 庫 の機 能 の違 い に つ い.て一・一

森 岡 真 史

V供 給 制 約 型 市場 にお け る調a….:=:蓬}デル:D

1,企 業 の諸 法 定

本 モ デル(以 下,3モ デ ル と呼ぶ)で は,各 企 業 は供 給 制1匿1のも とで,注 文

生 産 を行 う。生 産者 一 売 手 として の企 業 は,よ せ られ た注:文:にた い して,生 産

量 お よび販 売 量 を決定 す る立場 にあ る。 第 ブ企 業 ては,今 期(渉 期)首1こ は,

前 期 首 の投 入か ら製 品 ッ5(の が産 出 され る。 注 文 生 産 の仮 定 よ り,こ れ は直 ち

に販 売 され るの で,製 品在 庫は 発生 しない 。 ま たlii:手と して の企 業 は,同 じ く

注 文 生 産 の仮 定 よ り,来 期 首 の 生産 量 ッ」(叶 ユ)の 海lil}こ先 立.・て 原材 料 発 注 量

物(の を決定 し,こ れ を購 買先 企 業 に発注 す る。 各企 業 は,房{材 料 調 達 に少 な

くと も2期 間 が 必要 で ある ことか ら,買 手 と して1:+3期 酋 の産 出計 画 に必 要

な原 材料 発 注量 物(の を決定 す る。 これ らの注 文 を うけ と った 生 産者 一 売 手

として の企 業 は,発 注 に基 づ いて 来期 の販 売 量5ゴ(1』一1一=L)を決定 す る。 そ して

生 産 量y」¢+1)を この販 売 量 に等 し く決定 し,今 期 首 に 」りα+1)の の 原材 料

投 入 を行 う。

D本 稿(1)の註 ㈲で述べた ように,供 給制約型市場の調整モデ叫 よ直接に.利=会主義 システムに対応

す るものではない。 とbわ け,改 革前においては,諸 企業 の:.ill灌・.取引は程度の差はあれ,中 央

当局による割当指示 を介 して遂行 されていた。 しか し1.・.中央に.割≧当を要請する場合にらやは わ髭.

注 者(買 手)た る企業は従属的な地位にあ り,ま た,中 央からの割当に相対的臣こ集計化された形

でなされ るために企業間 の取引において一定の範囲で行動のlii噛が残 され る。 したが って以下の

分析は,中 央当局による割当を考慮にいれた場合にも 修正鳳されても基本的有効性は担なわれ

な い だ ろ う.。 この 点 に つ い て は,Kornai.〔12〕,pp.1C4-107%`cO照 。
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① 販売量お よび生産量の決定

時間的順序は逆 にな るが,ま ず販売量お

給制 約型市場 においては,需 要の一・部分 を

企業 は満足 で きる結果 を実現で きる。売三ヨ≡…

証 されてい るので,需 要 への適応 とい うこ

る生産量 を確実 に実現す るこ とだけが重要

す る動機 も必要性 もない2)。

さて,売 手 としての企業は,生 産量 ・筋:

寇 す る もの としよ う。各企業は,よ せ ら才ユ.

た部分 については直 ちに今期首か ら原材料

は受 注残 高 として次期以降 に もちこす。 こ二

.は売手 に記録 され,解 約 はで きない とす る

次期 の需要 の一部 を構成す る。毎期 の企諜…

前;期末 か らの受注残高〉 と,なる3)。

売 手 とし℃ の企 業が生産量 ・販売量 を買

方法 として,次 の ような しくみ を考 える。

準原材料生産量=基 準原材料販売量 ゐ那ノ⑰

次期 の販売量 を基準販売量 に等 し く決定 し

受注残高 と当期 のその企業か らの需要 を∫士:

、.::.び生 産 量 の決 定 か らみ て ゆ く。供

満 たす1::1と.によ って,売 手 と して の

...:.して の企 業 に とって は,販 売 が 保

=:.は必要.では な く,一 定 の満 足 で き

.こ:なる。 そ こ では,製 品在 庫 を保有

売量 をあ る水準 ん を基 準 に して 決

・ご注文 の うち,次 期 に販 売 を約 束 し

投 入 を行 うカミ,残 りの部 分 につ いて

..:::.では,.い った ん 買 手 が発 した 注文

この と き,今 期 末 の受 注残 高 は,

1への総 需 要 は,く 期 首 の新 規 受 注 十

三「三と,し.ての諸企 業 に わ りふ る一 つ の

1=.1ず企 業 ブは,各 企 業 に た いす る基

Xlベ グ トル)を 設 定 す る。 そ して,

噛・1.:場合 の 各企 業 に た いす る次期 首 の

:交し.受 注残 高 と需 要 の比 率 が あ る

2)供 給 制約型市場ではつねに溝貝要求量 を下回る・.

買手 が売手に及ぼす販売の催足その他の圧 力を考:

ている部分 を別にすれば)高 い水準 をとりえない,:

3)「 超過供給」の場合にはその水準は製品在庫 と..

よる測定 が可能であるが,「 超過需要」は情報 と1

の注文方式でない限 り,通 常は直接の観察 によるi:

満 たされなか った場合,買 手は行列,探 索,次 善:.

々な形で対処するか ら,「 不足」はただ一つの基i!

る序数的指標(ベ クトル)に よって表さなければi

定 はKornaiandSimonovits.(Kornaiand:Mart:

で も強調 されてい るように,不 足 を受注残高とい.

足現象が考察の対象か ら除外 されて しま う点には

三座 しか行われないか ら,見 込生産 の場合で も,

ヒれば,製 品在庫は(デ ッド・ス トックになつ

・:形 で実物 として存在す るので直接の観察 に

,.てのみ存.在.するので,本 稿の ように解約禁止

i..定は不可能である。 また,当 初の購買意図が

.)商 品の購買:(強 制代替)や 購買の延期など様

i'.的指標 によ,=、てではな く,種 々の指標か らな

:こ.:bない(Kornai〔12〕 第4-5章)。 本稿の仮

:ト1〔].5〕第12章)に 従 った ものであるが,そ こ

i単 一一・の指標;で取 り扱 うことにより,広 範 な不..
・分注意す'る必要がある。
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「定 の値 を上 回 って い る場 合 には,基 準 販 売:量以..1二1.こ販 売す る(逆 は逆)。 つ ま

り,売 手 と して の企 業 は,あ る受 注残 高 ・需 要比 ……i二.を」王…常 で あ る と考 えて,現

実 の受 注残 高 ・需 要比 率 を この比率 に近 づ け る よ 圏!ilこそ れ ぞれ の企 業 にた いす

る販 売 量 ・生 産量 を調 整 す る とい うわ け であ るの。

各企 業 に た いす る受 注残 高 を うゴ,正 常 受注 残 高 ・.需要 比 率 を のノ(あ,は π×1

ベ ク トル),反 応 係 数S;(0<S;<1)と す ると,各 企 業 にた いす る原 材料 販 売量

5訳 彦+1)@× ユ ベ ク トル)は,

曜 α+1)=ゐ ノ+s;{⑦ ゴ('一工)+寵(∫)一 乃。1り一ω」ψノ¢一1)+が(の)}

=(ユ ーδノ)ん隅ノ十s;(1一 ω5)("¢ …].〕十解艇の)(5-1)

以 上 は,原 材 料 を取 引 す る企 業 間 の関 係 で あ っ ノ.二が,消 費 財 お よび 固定 資 本

財 につ いて は,そ れ らの買手 を一 括 して単 一 の買li………ヒみ な して 原材 料 取 引 の場

台 と同様 に取 り扱 う5)。 添 え字 躍 に よ って,消 費li:…1および固定 資本 財 の買 手 に

た いす る販 売量,基 準 販 売量,受 注残 高 な ど を表=….'と,:企i業 ブの 消費 財 販 売 量

お よ び投 資 財 販 売 量 は,

∫ゴノ('十1)=(1-s;)ん ゴゴ十δ」(1一.1),)(ゐ、」」('一一一1::1一←・ごゴ)(5-2)

ただ し,勿=畝 彫ゴ+転 で あ る。売 手 と して の企 業1:}:,彦・+:L期 首 の生 産 量 をこ

れ らの販 売 量 に等 し く決定 す る。

ッゴ(`十1)「=5」('十1)(5-3)

.② 原材料発注量の決定

4)Kornaiに よれば,供 給制約型市場 では受注残高や受注拒否率、 行 列の長 さ,各 種の財の購入

のための順番待 ち時間などの様々な 「不足」指標が,売 手 の生産 ・販売の決定における基本的な

情報 として機能する。 す な わ ち,不 足が ノル ム以.上に強い部面 に.資源が優先的 に配分 される

(Kornai〔12〕 第6章)。KornaiandSlimono蝋tsは1.こ の ≡ll暁方 に.基づ1ぎ.受 注残高に よる醐

整 過程 をモデル化 した最初の試みであ り,ま たほぼ同.様の行動仮説の.もとでこれを改善 したもの

として,MartO9〔17〕 第9章 のモデルがある。

5)本 稿 でほ企業間の原材料取引に焦点 をあてるために.消費財仔よび投資財の買い手 を一括 して と

り扱 っているが,実 際には消費財 と投資財の買い手の関係は対等ではない,、旧社会主義諸国では

基本的に自らの所得か ら支出しなければならない消費者にた、.・して,い ざとなれば常に国塚の融

資 中補助金な どに伝存で ぎる企業の方が,同 種の原材料にヲご=i、・する買手 ユ=して よb有 罪Uな立場に

.あ ったoKornai〔L2〕 第21草,と くに.Tip.538-540を 参照。
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診期 首 の 原材 料 発 注 は,'+2期 首 で の掛 入 を予 定 した もの で あ る。 供 給 制 約

型 市場 で は,買 手 の原 材 料 発 注 は つ ね に部 分的 に しか売 手 に応 じて も らえず,

しか も どれ だけ 応 じて もらえ るか も不 確 実 てilある、,そ こで,生 産 者 お よび 買手

と して の企 業 に とって生 産 可 能 量 を他 企 業 か らの購 買可 能 量 か ら相 対 的 に独 立

させ るた め の原 材 料在 庫 が 決 定 的 に重 要 に な る。 しか し,売 手 と して は需 要 に

即 時 に対 応 す る必 要 は ない の で,原 材料 三発 生の 時点 『〔3の将 来 の生 産 計 画 鶴('

+1)(こ れ は 原材 料 発 注後 に確 定 す る),鶴@+2):,鴻(彦+3)は,基 準 生 産 ・

販売 量 房 に等 し くた て られ る と仮 定 しよ う。 生 産 計 画 の変 更 の 可能 性 に備 え

るた め の緩 衝 原 材 料在 庫 を含 む原 材 料 発 注 点 は,そ れ に よ って 云,什1,什2

期 首 ま で の投 入 をまか なわ ね ぼ な らな い こ と.を考 慮 す れ ば,(3+l」)掲 α,と な

る。 他 方,診 期 首 には前期 末 か ら もち こ し71こ::原材 料 在 庫v」(t-1)が あ り,さ

らに この間 に,'一1期 首,渉 一2期 首 の注 文 に基 づ 、,・て,原 材 料 蛎(の,∫ ¶ゴ('

一1)(3而(の は1× π ベ ク トル)が 入 荷 す 臥 ,し た が って 彦期 首 の注文 で 入荷

す べ き原 材 料 は 次式 の よ うに な る。

(3十1;)ん 」α5-v;('一1)一 一3協∫(∠7)一5、.1」{i,一一.L) .(5-4)

さ て,こ こま で の議 論 は,注.文 生 産 の 仮:定:によ り1発注 か ら入 荷 まで の期 間 が

2期 間 に伸 びた こ と,生 産 計 画 が需 要 に適応 的 で な1、・こ と を除 けばDモ デ ル の

場 合 と同 じで あ る。 しか し,こ の発 注 点 を もとに原 材料 発 注 量 を決 定 す る局面

に お い て重 要 な違 いが 現 れ る。需 要 制 約 状態 にお い ては,売 手 と して の各企 業

が製 品在 庫 を保 有 し,他 企 業 か らの発 注 に ただ ちに応:じ られ る よ うに して い る

か ら,買 手 と して の各 企 業 は 原材 料 購 買 に.おい ては 不安 を感 じ る こ とは ない 。

つ ま り,原 材料 購 買 の意 図 と結 果 の くい ち.がい は ほ とん ど生 じな い。 とこ ろが

供 給 制 約状 態 に お い て ほ,買 手 の購 買 要 求 は,つ ね に部 分 的 に しか 実 現 し ない。

した が って,(5-4)式 に よ って発 注量:を決 めた の で は,必 要 な原 材 料 を入荷 で

きず,生 産 計 画 の実 行 に支 障 を きた す こ と:が予 想 され る。

買 手 と して の企 業が 今;期に 殉(の を発 注す る とき,こ の企 業 が 売手 と して

の他 企 業 に た い して もつ総 注文 は,こ の新 規注文 η。、,(彦)と前 期 か ら く りこさ
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れ た受 注残 高 ゐ¶,('一1)か らな る(う 耐 は1× η ベ ク トル)。 買 手 として の企

業 は こめ総 注文 が(5-4)式 で示 され る必要 な原 材 料 入荷 量 σ:7c;倍(7C;>1)に

な る よ うに新規 発 注m;(の を決定 す る もの と しよ う6)。 す なわ ち,買 手 と して

の企 業 は毎 期,新 規 注文 と受 注残 高 の和 の1/n;9ニ ニOが 購 買茎建現 可 能 で あ る と

考 え て次 式 で発 注:量を決定 す るわ け であ る。

〃多,(の=π 」{(3十J」)hjα,一ψ,('一1)一5加 ゴ(≠)..・一1隔」、(卍1一…!)}一b.;('一1)

(5-5)

n;を 発 注上 乗 せ 率 と よべ ば,発 注上 乗 せ 率 の逆 数 は,買 手 の側 の予 想 需 要 充

足 率 を.表す 。

2.経 済 全 体 と して の 調 整 過 程

以 上 に 定 式 化 した 個 別 企 業 の 生 産 量 ・販 売 量 お1;::び 原 材:雅斗発 注 量 の 決 定 が,

経 済 全 体 と して どの よ う な変 動 を 引 き起 こす か を 検1寸 す る。 ま ず,経 済 全 体 と

して の 販 売 ・生 産 お よ び 原 材 料 発 注 は,H鵬,3冊(の,鷺i、 ① を 各 々 砺5,5船 ∫(の,

ゐ悔'(の か ら な る π×η 行 列,砿 ∫d(の,占4(の を 各.々 正切,∫4」くの,う4,(の か ら な

るlxnベ ク トル.H=diag{ゐ,},4=diag{s;},、1;1・ ・=・diag{o)」}と す る と,

5餌(,十1)=H川(E-d)十(B儒(じ 一一1)十.M(∫):1〈:、ゴー`∬;～)(5-6)

54(彦十1)=hd(E一 ∠)十(ゐ4(診 一1)十4)(d一:.「`[～)(5-7)

ッ(診十1)=.∫(∫ 十1)=β5沼('十1)十54(∫ 十・ユ)(5-8)

M(の=π{H(3A十LA)一yα 一1)一3切 ①.・一・5,.,Ct一一ユ)}一Bjt-1)

(5-9).

と な る7)。 た だ し,h=eHm+hdで あ る。

企 業 間 の 取 引 の 検 討 に さ き だ っ て,ま ず,独 立 需 要 部 分(消 費 財 お よ び 固 定

6)入 手の困難 さは各財 ごとに異なっているのが普通で あるか1},発 注係数 は発注先 ごとに異 なる

値 をとるべきであるが,と こでは単純化のために,買 手ぽ311.ill..一つ の発注係数をもつ もの とナる。

なおKornaiandSi皿onovitsモ デルでは,発 注.の水.増Ld,1:1「1'まれ ていない。

7)Ko■naiandSimonovitsモ デルでは,今 期の買手の注文 　ヒ今期の売手による販売量 の決定に

影響 しない。本稿で受注残高の水準ではな く,受 注残高と総ilill.文の比率を,売手の基準 にとったの

は,こ の点 を改善す るためである。
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資 本 財 の生 産 ・売 買)か らみ て ゆ こ う。il

次期 首 に販 売 が 約束 され た 量 との差 に よ'

う。(の=b。(卜1)+・4-5。(診+1)

=う4(`一1)(E-4十42)十(`『

こ こで,0<s;く:L,0<ω ゴ〈1で あ るヵ

ろ4(の は,

わ4*冨(4一 ん4)(4一'一E)(E一`2),1

に収 束 す る。 この と き,(.5-2)式 よ り,∫ ゴ

54*=4

に収 束 す る8)。 す な わ ち,毎 期 の独 立 需i

独 立 需 要 に等 し くな り,受 注残 高 は一一定ll

要4が 基 準 販 売 量 毎 に比 して大 き く,」

る正常 受注 残 高 ・需要 比 率 ω,が 高 いほ

な るた め には,偽 〉(1-8;)ん4」/{1-8;(1・

4戸 ・煽 の と き,収 束 時 の受 注残 高 の大li

残 高+販 売 〉 は4ノ(1一 ω,)で あ るか ら,

産 す る企 業 が 正常 と.考え る受 注 残 高 ・需.i

次 に,企 業 間 の原 材 料 取 引 につ い てみ ・

・2・3号

1….1!:匠.需要 の 受 注 残 高 は,新 規 発 注 量 と

=.「::変動 す る。.

・一.・1ら1、「:)(E・一一L4)十4452(5-10)

・.ら,こ の 差 分 方 程 式 は 安 定 で あ り,

一.・・`;『(E一一・」2)'』12(5-11):

一り は

(5-12)

.…i.1.:二た/、・す る販 売 量 は,毎 期 の 新 規 の

=:.な る 、,収 束 時 の 受 注 残 高 は,新 規 需

=…:応係 数 δ
ゴ が 小 さ く,売 手 の設 定 す

;:1.,大 き く な る。 た だ し,う4」*>0と

一.・1〕:,.,)}であ る こ とが 必 要 で あ る 。

i.さ は.ω.IiQi./(1一 ω,)と な り,く 受 注

受 注 残 高 ・需 要 比 率 は,そ の 財 を生

ii:比率(f);に 一 致 す る。

曽…;
,消 費 財.販 売 量 お よ び 投 資 財 販 売 量

8)消 費 者 ・投 資 財 の 買 手 に つ い て も,原 材 料 発 注:の 場 合 と1司様iこ,発 注 に お け る 水 増 し を考 え る

こ と が で き る。 消 費 財 ・投 資 財 の 買 手 の 発 注 上ill…せ率.を 陶 とす れ ば,毎 期 の新 規 発 注 は,新 規

発 注 と受 注 残 高 の 和 が 毎 期 の 消 費 財 ・投 資 財 の 「真 の..】需 要 の π`倍 に な る よ う に 決 定 さ れ る。

「真 の 」 需 要 は,原 材 料 購 入 の 場 合 に は(5-4)斑)よ うに生 産 計 画 と購 入 ・在 庫 状 況 に よ って 規

定 さ れ て い るが,消 費 財 ・投 資 財 に つ い て は 迫 力「:Ill.1.仮:定に よ る特 定 が必 要 で あ る。 そ こ で,次 の

よ うに仮 定 し よ う。 い ま,「 真 の 」 需 要 は 新MAC:`fと 「真の.」 受 注 残 高`・(の との 和 に よ っ て

規 定 さ れ る とす る。 こ こ で,ca(t)=c,(t一 ・1)十`1・一.・.,1E+1.)で あ る。 こ の と き,毎 期 の新 規 発 注

はma=n6(4十ca(t-D)一 う`(卜1)で 表 さ れ る,,ア.こ.だ.し,ろ.z②=わ 誰 一1)十 簡(の 一5`(r十i>。 こ

の体 系 を整 理 す る と,

c,(t)=(``(歩 一1)十 の{E一 π』(E.一 』2)}・.・・.配.己(.E一㌧4)

とな る.こ れ は π、,δ,(エーW,)<2の と き安 定 と な一・一 顧>64(t)・ ゐ・(診一1)の 収 束 細 まそ れ ぞ れ

磁**=[4{E一17,d(五 一 ∫2)}一乃`(E一 ・∠)]{1τ α4〔E.一一.∫ハ:ドP1.∫、諮宰==.広 西己木率=♂(1τ ¢一E)十c,**Ildと

な る。 な お,「 真 の.」 需 要 に無 関 係 に水 増 しが 際 限 な く行 渥弄わ れ る場 合 に は,も ち ろ ん 過 程 は 不

安 定 に な る か,あ る い は 生 産 能 力 な どの 上.限 に っilぎあ た る.
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は 初 期 か ら4に 等 し く調 整 さ れ て い る と仮 定 し よ う、 す な わ ち,

54(の=Sd(0)・=4

原 材 料 受 注 残 高 お よ び 原 材 料 在 庫 の.変 動 は そ れ ぞ れI

B旧(の=B冊('一1)十M(の 一3嘔(診 十1)

V(t)=V(診 一1)十5切(∫ 一1)一 一y('十1)五

こ こ で,簡 単 化 の た め5;=8,[D;=Q),π 戸 π と.し'(:,

(5-13)～(5-15)式 を 整 理 す れ ば 次 の 連 立 差 分:方 程 式.が 得 ら る。

駕¢ 十1)=u(t)F十eG

た だ し,

μ(の=[θ5¶(の,eS.(t-1),eV(診 一1)]θ

「一 π4(E-P)E:.π4(E-D)∠ 孔 一

F=一 π 」(E-9)OE十jπ4(E一 、1.;1)・4_

_∬4(E_9)OE+π ∠(E一:;肥 」

G=[H皿(E-d)十H(3A十.LA)π 」(E・ 一2)〔1)

一H(3A十AL)π ∠(E-2)A-H ,.(E一 ・・、`i1::ト.A-d∠1.]

で,㍑(の は1×3nベ ク トル,Fは.3n×3n行 列,

(85)95

(5-13)

(5-14)

(5-15)

(5・・一5)式 ～(5-10)式,

(5-16)

1[=;::は,2×3nの 矩 形 行 列 。

0期 に&(0),&(一1),V(一 ・1)を 初 期 値 と し て 与lllLれ ば,3モ デ ル の 短 期 調

整 過 程 は(5-16)式 に した が って 進 行 す る(た だ し,.11.。、 の 動 き を決 め る に は,

さ ら に初.期 値B加(0)を 与 えね ば な ら な い)。

行 列Fが 絶 対 値 が1以 上 の 固 有 値 を もた な い と き、(5-16)式 で 表 され る過 程

は 収 束 す る。 これ らの 体 系 の 不 動 点 に*を 付 して 彗i….せ1ま:.

5彫*≡M*≡4(E-A)一'A

β彫*=(M*一H騨)(∠ 　1-E)(E一'」2)雫 工十M*・ ≦:.;1(E・一.9)一『l

V平=H(3∠1十1'A)一2エ レf*一{(M'"一H,,),d『 】['{.'i,r皿}(,6;'一飯～)凹!1τ一1

γ*=θ8隅*十4=4(E一 五)晒1(5-17)

で あ る。 収 束 時 の生 産 量 ・販 売 量 は,反 応 係 数 正.営 受 注 残05需 要 比 率 発

注 上 乗 せ 率 か ら は 無 関 係 に,投 入 係 数 五 と毎 期 の 独 立 需 要 の 水 準4に よ っ て 規
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定 され る。収 束 時 の原:材料 受 注 残 高 は,消 　iiセ財 ・投 資 財 の場 合 と同様 に,M*

(し た が って独 立 需 要 の が基 準 原 材料 販i　ii量 π 。に比 して 大 き く.反 応 係 数

δが小 さ く,売 手 の設 定 す る正 常 受 注 残高1.需 要 比}率 ω が高 い ほ ど,高 くな る。

収 束 時 の 原材 料 在 庫 は,緩 衝 原 材料 在 庫係 数 ♂が 高 く,基 準 販 売 重 んが 大 き

く,買 手 の発 注 上 乗 せ 率 π が 高 く,ω が 低 い ほ ど高 くな る。 ただ し,β*≧Q

とな るた め には,.M*≧H¶(E一 の{E-4(E.一 ρ)}弓 で あ る こ とが 必 要 で あ り,

y*≧0と な るた め に は,M*≦{1f(3A十LA:〕1:re(F;一 一.2:)十H解(E-4)}{E十2nd

(E一 の}一1で あ る ことが 必要 で あ る9)。M":…11A=:・H弔 の と き.収 束 時 の受 注

残 高 ・需 要 比率 は,売 手 の設 定 す る正 常 受 注 残 高 ・需 要 比 率 に一 致 す る(さ ら

に1/π=1一 ω で あれ ば,y*=jLM*)。 消i…liill財・投資 財 の場 合 も原 材 料 の場 合

も,正 常 受 注残 高 ・需 要 比 率 は 収束 時 の販i荒 壁 には無 関 係 で,受 注 残 高 の水 準

のみ を規 定 して い る。 い った ん あ る受 注残ii㍗ 需 要 比 率 が売 手 に とって 正 常 で

あ る と認 識 され る な らば,そ の こ と 自身 に 、1:.って そ の水 準 が維 持 され る傾 向 が

生 み 出 され るので あ る。

3.調 整過程 の実行 可能性 と安定性

く1)実 行可能性 と安定性

5モ デル におけ る,定 型的なプ ログラム

に よる短期調整過程が実行可能 であるため

'にかん してはDモ デルの実行可能条件がそ

量の増 加には上限があ り,原 材料在庫がふ

料 にボ トルネ ックが発生す ると生産計 画は

デル の製品在 庫にかんす る実行可能条件 は

・こ基 づ く経.常的 な生 産 ・取 引 の実 行

の制 約 条件 は,生 産 量 ・原材 料 在 庫

:,.)まま.あて は ま る。 す なわ ち,生 産..

!:れ あ が る と発 注 が停 止 され
,原 材.

ミ.方に修 正 され るm)。 しか し,Dモ

1:.;の場 合・意 味 を もた ず,代 わ って,

9)こ れ らの条件が成立 しない場合にぽ,受 注残高夢1=原材料在 庫が負 となる前 に,買 手や売手 の態

度を表すパラメーターが早晩改訂 されるだ ろう。

供給制約の場合 には,需 要制約の場合に比 して.過 程の進行 において生産 能力や原材料のボ トin)

ル ネ ックが有効 な制約 となる事態がよりひんばんに.皇i三じると考えられるので,実 行可能条件が よ

り重要 な意味を もつ制約条件 とな る。
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短期調整過程の二類型(2)(87)87

妬(の ≧αう魑」(の≧0,す な わ ち企 業 は 〈新規 注文+.受 注残 高〉 を上 回 る販 売 を

行 え な い とい う制 約 条 件 が 付 け 加 わ る。

次 に,調 整 過 程 の安 定性 につ い ては,次 の命 題 が成 立 す る。

〔命 題2〕 行 列 ノ[につ い て の命 題1と 同様 の仮:1}:iのも とで,3モ デル が 安 定

とな るた め の必 要 条件,十 分 条件 は それ ぞれ,

rd(1-co)(1一 λ+)<2(5-18)

n$(1一 ω)(1十 λ+)〈2(5-19)

で あ る。 証 明は数 学 註 を参 照 。 パ ラメ ータ の と り うる範 囲 につ い て示 せ ば.第

3図 の よ うにな る。

第3図.Sモ デルの安定条lll..
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調整過程 が安定 で,か っ実行可能条件 がみたさ1ヒ..hて:ハ,・れぽ、供給制約型市場

にお いて も,原 材料在 庫,受 注残高,原 材料発注量:などの蟄改量情報 に依拠 した

各企業の分権的決定 をつ うじて,経 済 は全体 として所与 の独立需要 の水準4に

対 応す る定常的 な活動水準への移行を達成す ること.がで きる。 この とき,毎 期,

新規需 要に等 しいだけの注文が満 たされ るので,一;;iilの受注残高がた えず 次期

に繰 り越 され て行 く。

(2)反 応 係 数,正 常 受 注 残 高 ・需 要 比 率,発 注 」:藻せ 率 と;課1整過 程

(5-18),(5-19)式 よ り,反 応 係 数 δが 高 く,売 手.のii:fP.'z::註三残 高 ・需 要 比 率
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ω が 低 く.買 手 の発 注 上乗 せ 率;τ が 高L.・ほ.i:1,調 整 過 程 が安 定 とな るため る そ.

の他 の パ ラ メー タ ーの範 囲 は狭 くな る。 反 応 係数 は:,売 手 と して の企 業 が 受 注

残 高 に表 され る買 手 の要 求 の強 さ に どの程 度:反:応ず るか を表 す 。 δが高 い とき,

受 注残 高 の変 動 にた い す る販 売 量 ・生 産 量 の 変動 が それ だ け大 き くな る。δ=0,

す なわ ち 買手 が 需要 要 因 を全 く考慮 に いれ ず,も っぱ ら基準 的販 売 量 ・生産 量

を実行 す る場 合 には,生 産 量 ・販 売量 は一 驚 に な るが,毎 期 の新 規 需 要 が この

基 準 的 販 売 量 を上 回 ってい る限 り受 注 残 高 け:累積 して ゆ く。

売 手が 設 定 す る正 常 充 足 需要 率1一 ω と:iil手が 予想 す る需 要 充足 率1/π が

一 致 して いれ ば ,π(1一 ω)・=1と な り,(5一..19)式 がつ;は に成 立 して 調整 過 程 は

安 定 とな る。(5一 工9)式 が成 立 しな い可 能性 が あ るの は,π(1-W)>1,す なわ ち

買手 が予 想 す る需 要 充 足 率 が,売 手が 正常1ピ 考 える需 要 充足 率 を下 回 って い る

場 合 で あ る。言 い か えれ ば,買 手 と しての:iil::業が購 買 の困難 さ を実 際 以 上 に過

大 評 価 した場 合 には,経 済 が不 安 定 とな る'　:r能性 が生 じる。 取 引 に お け る負 担

が お もに買 手 の 側 に課 せ られ て い る供 給 制 約 型市 場 にお いて は,こ の よ うな状

況 が 生 じやす い。 と くに,買 手 が倉 庫 が一 杯 に な るま:で原材 料在 庫 を確 保 し よ

うと して π を高 め て ゆ く場 合11)に は,売 尋;.がω を高 め た り,δ を引 き下 げ た

りしなけ れ ば経 済 の安 定 は保 たれ ない 。 さIi;・に,売 手 の 正常 受 注 残 高 ・需 要 比

率 と買 手 の発 注上 乗 せ 率が 対抗 的 に上 昇 し,受 注 残 高 の水準 が ます ます せ り上

が って ゆ く とい う事 態 も考 え られ る12)。 この とき,π の 上昇 率 が ωの上 昇率 を

上 回 る場 合 には 原材 料 在 庫 の水準 も伴 って 上 昇す る,、なお,緩 衝 原 材 料在 庫 係

数 」は収 束 時 の原 材 料 在 庫 水準 を規 定 して い るだ け で,調 整 過 程 の安定 性 にば

影 響 を及 ぼ して い な いσ これ は企 業 の 生産 計 画の 立 て 方 に よる もの で あ る。 緩

U)企 業が需要形成において自己の支払い能力に制約される程度が弱い1まど,ま た全体としての原'

材料購買の困難が増大するほど,こ のような原材料:=た.いする溜め込み傾向は強められる。 とは

いえ,発 注額の一定部分の前払が義務化され.る場合もあるから,発 注の水増しは無制約に行いう

るわけではない。また買手が実際に必要とする量に.・.=いて先君三がおおよその知識をもっていると

すれば,度 外れた過大な注文は売手の信用を損なうことになり,買 手にとって得策とはならない。
12)需 要の表明における水増しが一般化されている毎ll台.にぽ,受 注残高のうち.ど こまでが 「真

の」不足で,ど こからが水増しされた 「偽の」不疋であるか1;漸†部からは判別できない。このこ

とも不足の観察と測定に追加的な困難をもたらす.,
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衝原材料在 庫係数は,生 産計画の立て方 に予想需:iili:への何 らかの適応性が ない

限 り,上 か らは制約 されない。

vi結 論

以上 の分析 によって,在 庫が緩衝装置お よび情報1i二して機能す る場合 の機能

の仕 方が,需 要 制約型市場 と供給制約型市場 において どのよ うに異 なるか とい

うことが示 された。

す なわ ち,ま ず緩 衝装置 としての機能 についで;!1、れ ば、需要制約型市場 では

販売量 は もっぱ ら買手の決定 にゆだね られてい る,,販 売 の困難 と不確実性の も

とでは,買 手の要求 にすみや かに応 え販売機 会 を逃 さないた めの製 品在 庫が も「

つとも重要 であ る。 また原材料在 庫にかん しては,生 産量 を弾 力的 に変化 させ

られ るよ うにす る機 能が よ り重要 になる。原材料購 買にかんす る困難 はほ とん

ど生 じない ので,そ のために緩衝原材料在 庫 を保/ilす る必要性は小 さい。

他方,供 給制約型市場 では買手 の原材料の購 買i　i:求は部分li臼に しか実現せず,

また どれだ けが実 現す るかは売手の決定 にゆだね られてい る。原材料購買 にお

け る困難 と不確実性 の もとでは,生 産計画の確実 な実行 を保 障す るための原材

料在庫 が もっとも重要 である。また,モ デル では注文生産の仮定か ら製品在 庫

は生 じないが,売 手の側か らすれ ば,買 手の要求 に直 ちに応 じる必要は な くま

た買手 はた えず売 手に販売 を催足す るので,製 品=1:【三障が存在 す る場合 も,そ れ

が大 きな役割 をはたす ことはない、.

次 に,在 庫情報 に導 かれ た短期 調整過程 につい'て:みれ ば,需 要制約型市場 で

は,需 要への適応 の必要性 か ら経常的な諸決定 にお.いて過去 の販売実績 の推移

に もとつ く販売予想の形成 が中心的な役割 をはたす1:1この販売予想 の形成 のあ

り方が過度 に近視眼的 な場合 には,調 整過程 ぽ不安定 になる。売手は製 品お よ

び原材料 について緩衝在庫水準 を設定 し,定 常的.な在 庫は.この水準 に規定 され

る。緩衝在 庫が販売予 想に比例的 に決め られ る場噛.には,緩 衝在 庫係数 が大 き

す ぎる場合 は経済 は発散的 に変動 し,小 さす ぎる場合 には品切れ ・原材料不足
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が頻発す ることになる。

これ にたい して,供 給制約型市場では,

を選択す る場合 に,"負 の製品在 庫"と い

る。売手 は正常 と考 え る受注残 高 ・需要比

は販売の困難を見込ん で発注 を上乗せす る、

な原材料在庫の水準は,売 手が設定す る緩i

率,反 応係 数や,買 手の発注上乗せ率 な ど1

の充足率 が きわめて低 く,各 時点で大量の1

うな場合 で も,買 手 が発注 を上乗 せす る程1

要比率や反応係数 との関係 で一定 の限界内1

す る19。

:.・.3号

…i・ll手が販 売量 ・生産量 を決定 し買手

うべ き受 注残高18)が一つの基準 とな

…執 こ基づ いて販売量 を決定 し,買 手

:定常的 な受注残 高 の水準や定 常的

脚註庫係数,正 常 受注残 高 ・需要比

:=:1諸要因によって規定 され る。需要

:…..1たされ ない需要 が存在 してい るよ

…;:が,売 手の側の正常受注残 高 ・需

:=.あれば.調 整過程は安定的に進行

数 喝

1.命 題1の 前 半(D-1モ デ ル の安定 条件)のi

(1)必 要 条件Aは 対 角化 可 能 であ るか ら,

基 底 を なす 固有 ベ ク トル の系rb…r,,を もつ。 　

τ+3次 の 正方 行 列

θ'(え)一

一♂'え
一トん'λ10

ん'え01

ん快

一 ♂'λ

一 λ

一 λ

0

0

0

0

0

0

0

0

…:

・i垂垂

…:1:明

異 な る フ2個の 固有 値 と複 素 π次 空 間 の

をAの ㍑個 の 固有値 の うちの一 つ とし,

c.,を'.一 ・♂'λ 一k'.3-

lo,ヒ'一.ん'え

ユ

　

駅

)

一

一

・一・ゐ'λ

,駁

:1.・卜 λ

:L..←λ

た だ し,1t=(1十 の/τ,為'=(2十 の/τ

を考 える。 λ に属 す るAの 固 有 ベ ク トルをr,{II」lr:Dσ)任 意 の固有 値 ρ(重 複 を 含 め て

ユ3>こ の表現は・註{切で述べた注意をふまえる限りで.…:≡溜1.隠 れる。

14)一 般 均衡理論や不均衡理論と.比較 しての本稿のモ.i丙;ルの調錘;過程 と.しての特質に っ し・て ほ.

Martos〔17〕 第19章 お よび森岡 〔33〕を参照。.
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τ+3個),こ れ に属す る固有 ベ ク トル{～=[g1…4;+3]と す.る と,gθ'(:λ)=P4よ り,

[91r… く～,+8ア]θ=ρ[917・…4.+8r]

と な り,ρ は 同時 に θ の 固有 値 に もな る。逆 に,ρ が 〔　の固有 値 で,ρ が 対 応 す る固

有ベ ク トル の と き,RをAの 右 固有 ベ ク トルか ら構 成 され.る:対角化 行列 として,ρ θ冨砂

の両 辺 に右 か ら行 列 〈E(τ÷3次)とRの ク ロネ ッカー積 〉を作 用 させ.i5。 両 辺 の要 素 を τ

+3個 お きに比 較す る と,ρ が 少 な く とも一 つ の θ'(λ)の 固有 値.'て1ある こ とが言 え る。

した が って,結 局 η個 の λ に対 応 す る θ「(わ の固有 値(:)集 合 は{i戸の固 有値 と一 致す る。

θ'(λ)の 固有 方程 式 は,

ρ2{P`+1一 え(1'+々7一}一1)P'+1(1'一}一ゐ')}・=0

した が って,{}内 のr+1次 方 程 式

P'+一 え(Z'十ゐ'十1)グ 十2(ZF十 々');0(M-1)

で 考 えれ ば よ い。(M-1)式 が 絶 対値1以 上 の固有値 を む ごない ため α:)必要 条件 は,解 と

係数 の関 係か ら,1え(a,十k')1<1。 と く1ヒ,フ ロベ ニ ウヌ.根 え+に つ い て λ+(Z'十 ゐ7)<1。

これ は(4-15)式 に ほ か な らない。 証 明終 わ り。

なお,π=1,す な わ ち財 の種 類 が1な らば,(M-1)が1≡ ≡]時に十 分条 件 にな るが,財 の

種類 が2以 上 に なれ ば,Aは2個 以上 の固有 値 を1もつ の.駕 フ ロベ ・=」ウス根2+以 外 の

固有 値 につ い て,(M-1)が 絶 対値1以 下 の根 を もつ保証 は ない。

② 十 分 条件 上 に述べ た こ とか ら,方 程 式(M-1)が 任 意 の 対::二つ い て絶対 値1以

上 の根 を もた な い こ とを 示せ ば よい。:方程 式(M-1)は 一・・:BS…:1:こ複 素係 数 の方 程 式 で あ るが,

そ の根 の絶対 値 は各係 数 の絶 対値 に負符 号 を付 した方 程…ll::

P`+L1λ(z'十 々7十1)1グ ー一JA(c1十k')1=o(M-2)

の 唯 一 の正 根 の値 を こえ ない こ とが 知 られ てい る(証 明211　高 木 〔:31〕PP.104-105)。

/(ρ)≡P`+1-12(Z'十 ゐ7十1)[P`一一1え(」ノ十ん7)1

とお くと,ノ(0)<0よ り,ノ(1)>0の と き,方 程 式 ∫(:1の:二・0は1以 上 の 解 を もた な

いo

(4-16)式 の 成立 を仮 定 すれ ば,

/(1)=1-1λ1(21'一 十一2々'十1)≧].一A+(:21'十2、 を'十1:):〉.o

で あ るか ら,(M-2)の 唯 一 の 正根 は1よ り小 さい。 したが って,(M-1)の 解 の絶 対 値 は

1よ り小 さい。証 明終 わ り。

.2.命 題1の 後半(D-2モ デルの安定:条件)の 証明

(1)必 要条件 基本的な筋道は前半の場合 と全 く同.i隣.であ る。4[.次の正方行列
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α"」 々"の え

λ

rk"λ

λ

.

・一く:d"千 々")う λ十 〃 ズ

/・十・え

(γ.〃 十.rjil":).li

1十 ・え

た だ し,う=1-r十 γ2」",～"=♂十1,ん"=:==!….十2

の 任意 の固有 値 を ρ とす れば,η 個 の 見に対 応す る ψ'(ll:)の4冠 個 の固 有値 は0の 固

有値 と一致 す る。 した が って,の'Cり が 絶対 値1以 上 の固有 値 を もっ とき過程 は 発 散す

る。ml(わ の 固 有方 程式 は,

ρ2[〆 一{λ(7(た"十 彦")+1)+工 一r}ρ 一トλ{.r(:々"+♂")一ト1-Y}]=0

した が って,[]内 の2次 方程 式

ρ2一{λ(γ(ゐ"十Z")十1)十1一'Y}ρ 十 え{γ('　"・十一1")・十一1.・一.r}三 〇(M-3)

で 考 えれば よい。λ+の とき につ い て考 えれ ば,.必.要 条件 は.λ+{γ(創 十の 十1一 γ}〈1
。

これ は(4-17)式 に ほ か な らない。証 明終 わ りq・rl・は:り こ.の場 合 も 炉1な らば十 分 条件

に な るが,η ≧2の ときには もは や 十分 で は ない」、

② 十 分 条 件 命題1の 場 合 と同様,Aの.iiヨ:}意 の 固:勧 宣 え に つい て,2次 方 程式

(M-3)が 絶 対値1以 上 の根 を もた ない と き過程 ぱ収束 す る。(M-3)の2根 を α,β とお

き,.γ(々"+Z")言 祝,1-r=η(η>0,0〈 η<1>,.記i:ら 、に ,1λ1(初+1)=5,2121(nm-n-

2〃の=`と す る(以 上 の文 字 は,こ こでの証 明大::けに間 す る もの で あ る)
。(4-18)式 が 成

立 してい る とき,(4-17)式 が 成 立 して い る こ とi.=:注意 す;←しば ,

rα1【βHα βHλ1{γ(々"+」")+1-1ヒ ・:1<1

し た.が って,1α1〈1か つ 「β1<1と は な りえ ない ので ,(:1-1α 【)(1-1β[)>0と な る

の は,1α!〈1か っ1β1<1の と きで あ り,ま た そ の と.ぎ に.限 る。

(1-lal)(1-1βD=1+1α β[《1α!一1-ll;辱)

=1+1λ1{7(々"+♂")+1一 一r}一 ～/「α1-21・.F..[ll[2+12PlほK々"+」")+1 -7}

で あ る。 こ こで,1α12+1β[2・;(1α+β12→ 一「a一一・1'1)./2でlbる か ら,θ を λの偏 角 とす

れ ば,,a=121(COsO+ESIRの と表せ(訓 ま虚 数 単.住Zl)

[α+PIE=12Cm.+1)+n1・ ・∫2+が+2・:、 ・。。()一P(c。so)

is一 β12=1(α 一 β)21貫[(α+β)2一 一4a、ξ}1

-4・ …{・ ・ θ+・}駿 磐}2
・・('=あ ・(・…轟)=Q(… θ・

よ り一 α12十1β12は θ の余弦 の関数 とな る。

ここで,nm一 π一2彿=一 彫(:2一 π)一nく0に 注 意す る と,
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(5霧)L引 墨+
1λK蓋+、)・}(　一・一:…:り

く@掃 守)一+雛 謬 く一・

CosO十{(52十 η2)6/452が}=R(θ)と お け ば,CosO≦1よ りR(の くO。 ま た,

・一、鐸 一一4(撃 諾!l#・:・

よ り,

ごfく～832η2」R(cosO)

dcosO-2肉 〆{25ηR(CosB)}2十(52一 π2)2(1一.`}./`・5.2π2)

<、薯畿 鵠r　
と な る 。dP/dcosO二2η5よ り,4(P十9)/」,CosO<oIl:.な る の で,1α12十1β12はCosB

に つ い て 単 調 減 少 。 よ っ て1α12+11'12,し た が っ て ま:7;::1α1+・[191はc・so=一1の と

き 最 大 と な る 。 こ の と き6=一 ・π,す な わ ち λ は 負 の 実 数 一一.1.～【 と.な る 。(M-3)式 の λ

を 一1朗 で 置 き 換 え る と,

ρ2一{一121(γ(ゐ"十 」")一十一1)一子一1一 ア}」o-iえ 「{7(ん"・イーZ")一}一1・一一7}講0

これ ぽ 符 号 の 異 な る2っ の 実 数 解 を も つ 。(4-18)式 の1,1…;:ll::.を仮 定 す れ ば

∫(1)=Y(1十1え1)>0

∫(一1)=2一 γ一1λ1{γ(2ん"十2」"一1)一 ト2};≧2-1.一 一Jl.ト{7「(2ん"・←28"一1)一 ト2}>0

と な り,そ れ ら の2っ の 実 数 解 の 絶 対 値 は と も に1よ1〕 小 さ い 。001…B=一1の と き1α1

+1βK1+lag!が 成 立 す る こ と か ら,λ が 任 意 の 偏 角6と る ～:.き1α1+1β1<1+

1αβ1,す な わ ち1α1<1,1βK1が 言 え る 。 し た が づ.1=:,:方 程 式(:M-3)はAの 任 意 の

固 有 値 に た い し て 絶 対 値 が1よ り 小 さ い 根 を も つ こ と ガ 言 え る 。 証 明 終 わ り。

3.命 題2(3一 モ デル の安定 条件)の 証i明

(1)必 要 条件 命題1の 場 合 と同様 に,3次 の正=7ii』行 列
i一一 πδ(1-W)1π δ(1一 ω)λ 一1

・F'(λ)r一 πδ(ユー ω)01+π δ(1一 ω)λ

L一 。δ(・　 )0・+。 δ(14。)2.

の任 意 の 固有 値 を ρとす れ ば,Aの η個 の固有.値 に対 応 す』る.S'」「(1りの 翫 個 の固有 値

はFの 固有 値 と一致 す る。 したが っ て,∬'(の が 絶対V….:.LL此.上の個 有値 を もっ ときは,

級 数(5-19)は.発 散 す.る。F'(況)の 固 有 方程 式 は.

ρ一{1一 πδ(1一 ω)(1一 λ)}p2:=0
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し た が っ て,

ρ=1-n3(1一 ω)(1・_x)

の 絶 対 値 が1以 上 と な ら な い 条 件 を 求 め れ ばII:い.,.行 列 、4は フ ロ ベ ニ ウ ス 根 え+を も つ

の で,収 束 の た め の 必 要 条 件 は,1ρ 【=11一 而(:].一1U)(1.一 ・計)K1,こ れ よ り(5-19)式

が 得 ら れ る 。 証 明 終 わ り。

② 十 分 条 件 す べ て の λ に つ い て,掴 く1.と な る こ と を 示 せ ば よ い 。 や は り

λ=JA「(CosB十isinO)と お き,ad(1一 ω.)=u::す.れ ば旨,

1ρ1=へ/(1_z己)2十 μ.『λ12一ト2u(1・ 一μ)「1「;⊃081θ

で あ る か ら,1一 π≧0の と き,1、o「4t-osOの:哨:加 関 数 も し く は 非 減 少 関 数 と な り,

CosB=1す な わ ち λ=μ1の と き最 大 と な る.;,こ の と き.,

「ρ[=1-z6(1-iii)<1

が ㍑≦1よ り成 立 す る 。 ま た,1一 ・πく0の と.…il,1ρ1は.CosBの 減 少 関 数 と な り,

CosB=一1す な わ ち2=一1λ1の と き 最 大 と..i:`ンる。 こ の と き,

1ρ1竺[1一 πδ(1-m)(1+[λ1)I

Il内 が 正 の と き ほ っ ね に1?)1、 、ll内 が ∫1…!,のと き 弓1,(5-19)式 の 成 立 を 仮 定 す れ ば

1a1=一1+a8(1-o」)(1+[λ1)≦ 一 ユー1一==.`i　=t-w)(:1+λ+)〈1

と な る 。 証 明 終 わ り。
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